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地域教材を活用した社会科のカリキュラムと授業の開発一加古川地域における独立型教材を手がかりにして-


























































































































































































































































構成方法匹 匸 教　 育　 内　 容　 同　 一　 型 教 育 内 容 独 立 型





生　 産 ９ ４ 10 ２ ２
流　 通 ２ １ ５
運 輸 ・ 通 信 １ １ １
交　 通 ３ ５ ２
生 命 の 保 全 ４ ２ ７ ２
資 源 の 保 護 １
文 化 ・ 政 治 ２
装跫
社 会 構 造 １





地 域 変 化 １ １
生 活 運 動 １ ２ ５
生　 産 １ １ １
流　 通 １
交　 通 ２ ２ ２ １
資　 源 １
制　 度 ３ １





産　 業 ２ ２
交　 通 １ １
竰
地 理 的 特 徴 １



































第　 ３　学 年 第　 ４　学　年 第　 ５　学　 年 第　 ６　学 年
(１) 農業の特色と農業の盛んな
地域






















































































































































































―  32 ―
２，加古川地域におけるカリキュラムの開発
加古川地域の構造的特質より導かれたものとしては
自然的環境である厂加古川
」と社会的環境である「交
通と社会変化」である
。これらをカリキュラムの中心
的教育内容として系統づけた。
（１）厂加古川
」を系統づけた独立型教材の開発
３学年では匚わくわくランド加古川」４学年では
「もし
，海面が100m上がると」「水道水の値段はいく
らか
」「緊急放送，給食室に火災発生」「新井用水の
ビデオをつくろう
」第５学年では「国土の様子と環境
保全
一全国川サミットイン加古川」６学年では匚もの
を運ぶ
」である。「加古川」では，その範囲を加古川
市さらに兵庫県と広げ
，川を中心とした地理的特徴を
学習するとともに
，治水と利水の面から自然環境であ
る川と人々の関わりや日常生活と切り離せない貴重な
資源として川があることを教育内容としている
。また
系統づけた教育内容と関連する単元として
，４年生の
社会機能
・生命の保全を教育内容とする「くらしに役
立ちくらしを守る地図集め」を地域教材を活用した単元として位置づけた。
各学年における独立型の教材は次のようになるo
3年生の匚わくわくランド加古川」では，加古川市
内の地形の特色と人々の土地利用のようすの理解が教
育内容であり
，その教育内容と独立する厂加古川市の
様々な地図
，市内見学，ガイドブックづくり」などが
教材である
。そして，学習者はこれらの教材によって
加古川市のガイドブックづくりという学習活動を通し
て各地域の地形と産業の結びつきや市内を流れる加古
川と枝葉にわかれる用水路のようすを理解していく
。
４年生の匚新井用水のビデオをつくろう」では，困難
に立ち向かいながら水の流れていない土地に永を引き
，
開田していった農民達の苦労や努力を理解させること
が教育内容であり
，その教育内容と独立する厂新井用
水のビデオ製作
」などが教材である。そして，学習者
はビデオ製作という学習活動を通して工事のようすや
用水の果たした役割などを関連的に理解していく
。５
年生の匚全国川サミットイン加古川」では，現在の日
本や世界が直面している自然破壊の問題から国土の環
境保全や地球規模での自然保護についての大切さを理
解することが教育内容であり
，その教育内容と独立す
る「サミットの意味
，議題作り，川に関する資料集め，
川サミット
」などが教材である。そして，学習者はそ
れらの教材によって冂IIサミットを開こう
」という学
習活動を通して加古川の水の汚染状況や環境保護への
取り組みの現況を理解していく
。６年生の厂ものを運
ぶ
」では，近世の加古川地域における交通路の発達と
それに伴う陸路や水路の流通システムの理解が教育内
容であり
，その教育内容と独立する厂近世の交通地図，
人や物資を運ぶもの
，物資を包むもの，高瀬舟の資料」
などが教材である
。そして，学習者はこれらの教材に
よって典型的事例として加古川地域近世における物資
や人々の輸送システムの仕組みを理解していく
。
（２）「交通と社会変化」を系統づけた独立型教材の
開発
３年生では「気球にのって見よう」「タイムマシー
ンに乗って
」「パンストにできて靴下にできないこと」
「これからの加古川市
」，４年生では「新井用水のビ
デオを作ろう
」「ごみが増えると土地も増える」，５
年生では「鉄をつくる神戸製鋼」「宅配便の旅」，６
年生では「古代の交通
」「ものを運ぶ」厂近代工業の発
達
」ある。「交通と社会変化」では道路や鉄道を具
体的に取り上げ
，交通網の発達とそれに伴う社会変化
（産業構造や地域の構造の変化）を教育内容としてい
る
。また系統づけた教育内容と関連する単元 ，
３年生では社会機能
・流通を教育内容とする「私たち
のお店選び
」，４年生では社会機能・生命の保全を教
育内容とする「水道水の値段はいくらか」「緊急放送，
給食室から火災発生
」，５年生では社会機能・生産を
教育内容とする「加古川市の野菜作り
」「尾上町の海
苔養殖
」また社会機能の通信を内容とする「ケーブル
テレビつて何？
」，６年生では社会機能・交通と運輸
を教育内容とする「姉妹都市を探そう」を地域教材を活用した単元として位置づけた。
各学年における独立型の教材は次のようになる
。３
年生の「気球に乗って見よう」では，校区や市内の地
形
，土地利用のようすや集落の分布，交通のようすか
ら人々の生活と自然環境とは深いつながりがあること
を理解することが教育内容であり
，その教育内容と独
立する厂地区の絵図
，地区の道路図，航空写真，校区
探検
，絵図づくり」が教材である。そして，学習者
はこれらの教材によって地域の特徴ある施設や建物と
道路の結びつきや地域の地形と人々の生活の結びつき
を関連させながら理解していく
。４年の厂ごみが増
えると土地も増える
」では，家庭や各地区の集積場か
ら出されたごみがどのような経路や仕組みで処理され
ているのかを理解する教育内容であり
，その教育内容
と独立する「灰（焼却灰）
，ごみの仲間分け，焼却場
の見学
，フェニックス計画のＶＴＲ」が教材である。
そして
，学習者はそれらの教材によって，役割のある
「もの
」もその役目を終えたあと，様々な「ごみ」や
「灰
」となって埋め立て地に処分されていくことを全
体的に理解する
。５年生の厂ケーブルテレビつて何？」
では
，技術の発展とともにめざましく発達する通信産
業の中で，特に家庭に映像が届くまでの仕組みや番組
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制作の過程を理解するとともに
，情報の選択，情報の
相互発信など有効なメディアの活用のあり方を考えさ
せることを内容であり
，その教育内容と独立する「通
信網地図，ケーブルテレビの仕組み，チャンネルの中
身
，放送局の見学」が教材である。そして，学習者は
これらの教材によってテレビの果たす役割や今後のメ
ディア活用の方法を典型的事例として理解する
。なお
６年生の「ものを運ぶ」は「加古川」を系統づけた教
育内容と共通の単元である。
3
，4学年の単元「ごみが増えると土地も増える」の授業の開発
（１）単元の設計視点（全８時間）
第1次「たくさん出るごみ
」は，様々な灰を観察・
比較することからその元になるものを考える。そして
ごみの概念は多様で有用なものであ
っても役目を終え
ればごみとなり焼却されている事実に気づか
せる。さ
らに清掃
工場の焼却灰から，どのようなごみが出され
またどのような過程を経て灰になるのかを調べる意識
を持たせたい。
第２次「ごみを調べよう」は，家庭から出されるご
みの量や種類を調べることによって多種多様なごみが
出されていることを理解させる
。また，ごみが分別収
集にされるわけを考えさせる
。さらにごみ箱やごみ収
集車の移り変わりを見ることによって，生活様式の豊
かさからこれらごみが多量に出されるようになったこ
とを理解させたい。
第３次「清掃工場の見学」は，集積場で集められた
ごみが清掃工場でどのような過程を経て焼却灰になっていくのかを，清掃工場を見学することによって理解
させる
。さらに焼却されても灰となってごみは残るこ
とに気づかせ
，灰のゆくえを追求する意識を持たせる。
第４次「ごみのゆくえ」は，フェニックス計画の概
要を知り
，焼却灰が最終的に尼崎沖に埋め立てられこ
とを理解させる
。さらにフェニックス計画が出された
訳を考えることによって，ごみは市町レベルを越え，
広域的に処理されていることに気づかせる。第５次「増え続けるごみ」は，埋め立て地の写真や
ごみの増加状況，市のごみ減量対策を手がかりとして，
ごみ問題と自分たちの生活を考えさせる
。ごみの焼却
灰によって海が埋め立てられているという現実を
，環
境保護と資源の再利用という立場からとらえさせる。
そして環境保護のためごみを少しでも減らそうとする
意欲へつなげたい。
Ｖ　おわりに
本小論では
，実践事例を手がかりとして，カリキュ
ラムにおいてはスコープとシークエンスを視点,として，また授業においては構成内容と構成方法を視点として
考察した
。さらに研究の成果を具現化させるものとし
て
，加古川地域における地域教材を活用したカリキュ
ラム及び授業の開発をおこなった。
しかし加古川地域におけるプランは
，まだ構想の段
階であり
，今後の具体的な授業実践や研究活動によっ
てカリキュラム構成及び学習計画の修正・改善を図っていくことが今後の課題である。
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，兵庫県下に
おいて地域学習をテ
マーにし研究が数年間にわた
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，そのため
分析対象となる実践事例が豊富にあるためである
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なお
，実践事例のリスト及び授業分析の実際につ
いては
，拙稿匚地域教材を活用した社会科のカリキ
ュラムと授業の開発－加古川地域における独立型教
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